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昭
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せ
ら
れ
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で
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論
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提
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で
あ
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英
國
k
於
て
徒
弟
制
度
が
救
貧
策
ビ
し
て
用
ゐ
ら
れ
た
の
は
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ン
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ィ
八
世
の
時
代
か
ら
で
あ
る
。
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法
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卩
ぃ
0
^

ょ
0
て
五
歲
乃
茧
十
四
歲
の
浮
浪
兒
童
は
捕
へ
ら
れ
徒
弟
^r

n

れ
る
旨
が 

規
定
^
れ
た
こ
S
を
以
て
其
の
端
緖
ビ
す
る
"

?

V乍
併
观
の
法
令
又
は
其
の
後
十
六
世
紀
末
ま
で
に
行
は
れ
た
變 

更
R
就V

.

は
玆
に
問
題
ビ
す
る
^
こ
ろ
で
は
な
い
。
た 

< チ
ゥ
.ド
火
玉
朝
'の
爲
政
家
は
熟
練
職
業
を
有
す
る
こ
^
は 

貧
困
？
浮
浪
の
誘
惑
か
ら
脫
す
る
途
で
あ
る
ど
做
し
、
防
貧
策V

J

し
て
徒
弟
制
度
?:
利
用
し
たW

云：

へ
ば
足
る
。
從 

つ
て
此
の
.政
策
具
體
化
の
結
果
^
し
て
、一

六
0

ー
，年
初
期
救
#
;制
度
が
略
乂
元
成
3
る
る
に
際
し
、，
徒
弟
制
度
が
其 

の
.一
部
に
採
用
^
れ
代
こ
ど
は
當
然
で
あ
.つ
た
^
沄
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
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2
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は
規
定
す
る
、n
敎
區
委
員
：及
び
貧
民
監
督
は
治
安
判
事
一
一
名
の
同
意 

を
得
'て
貧
民
の
兒
童
を
適
當
：ゼ
認
め
ら
る
名
親
方
の
：下
把
徒
弟
た
；ら
し
む
；る
權
能
が
與
.へ
ら
れ
、
，斯
で
b
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男
兒
.は 
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十
四
歲
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達
す
な
爻
で
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十
'
一.
歲
'又
へ
は
婚
期
或
で
衆
轉
淬
る
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じ
^

乏
^

要
す
る
費
用
^

當
て
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爲
め
貧
民
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救
貧
税
を
賦
課
す
る
權
能
が
與
へ
ら
れ
た。
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此
の
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ば
貧
民
..の
：.兒
童
に
將
來
經
濟
的
^
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を
得
せ
し
め
ん
^

の
.金
圖
め
下
此
な
つ
.
た
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で

あ

つ
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ザ
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然
ら
ず
え
ば
親
の
貧
困
、
怠
惰
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墮
落
の
爲
め
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得
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べ
か
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彼
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職
業
上
優
秀
な
地
位
を
占
む
る
^
當
つ
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重
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な
階
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で
あ
づ
化
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之
を
經
ざ
る
者
は
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ゆ
る
場
合
^
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位
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し

て

勢
力
を
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す
る
徙
弟
制
度
を
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て
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貧
民
の
兒
童
の
生
活
を
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持
し
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制
せ
ん
S

つ
た
の
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六
〇

一

年

の

救

霞
.で
あ
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斯
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し
て
貧
困
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；
老
齡
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虛
弱
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ら
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し
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し
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が
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區
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貧
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の
兒
童
が
徒
弟
た
る
化
適
當
^
思
は
れ
る
年
齡 

に
達
す
る
ど
親
方
を
見
付
け
て
や
る
義
移
•かあ

-*N、

他
方
親
方
も
亦
之
七
^
:耽
る
義
搽
が
もo

た
。C
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V而
し
て
f
t

の
場
合
此
の
敎
區
徒
弟
化
少
額
％
謝
11

を
附
け
る
こ
マ」

が
多
く
、
其
の
金
額
は
大
體
ニ
磅
乃
至
五
磅
で
あ
っ
れ
。
乍 

併
此
の
謝
澧
の
有
無
^

拘
は
ら
ず
敎
區
に
ょ
っ
て
割
當
て
&:

れ
た
兒
童
を
雇
傭
す
る
乙
^

は
、
引
取
る
乙
^
を
指
定 

S

れ
た
者
k

w

っ
て
可
成
ぅ
負
擔
で
あ
っ
た
こ
^

が
尠
く
なS
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彼
等
を
引
取
る
能
力
、
®

傭
し
て
，引
^

!
ふ

や

ぅ

、な 

或
は
彼
等
に
習
得
せ
し
め
得
る
や
ぅ
な
仕
事
を
有
し
な
い
ど
い
ふ
事
情
は
、
敎
區
當
局
者
が
徒
弟
の
行
先
を
決
定
す 

る
狀
當
っ
て
何
等
顧
慮
を
拂
は
ぬ
ど
乙
ろ
で
あ
6
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抽
籤
^

ょ
つ
て
親
方
た
る
べ
さ
も
の
を
定
め
る
こ
^

も

屢

:<
あ 

っ
た
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貧
農
も
縉
紳
も
收
師
も
1
:樣
に
徒
弟
を
引
取
る
乙
ど
5:

餘
儷
な
<

^

れ
た
の
で
あ
る
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此
の
煩
は
し
^
を
避 

け
ん
’か
爲
め
R

、
商
人
や
籍
紳
の
間
に
は
少
許
の
金
を
添
へ
て
近
隣
め
者
^
讓
渡
す
る
こ
ゼ
が
行
は
れ
た
程
で
あ
っ 

だ
。
然
か
も
此
の
敎
區
徙
弟
は
常
^

何
人
か
ら
も
歡
迎
3

れ
な
か
っ
た
譯
妙
で
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な
い
ヶ
彼
等
は
法
の
規
定
に
ょ
っ 

て
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十1

歲
又
は
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十
四
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ま
で
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縛
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取
ら
'^
れ
た
時
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年
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あ
る
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得
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い
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も
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期
の
後
年
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て
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成
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役
^

立
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る
^

ど
も
あ
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か
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區
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働
で
あ
力
、
.
加
之
な
ら
ず
少
額
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へ
謝
禮
を
受
け
る
こ
ミ
•か
出
來
る
の
で
あ
る
か
ら
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是
等 

着
眼
し
た
裕
福
な
ら
ざ
.る
親
方
の
中
^

は
進
ん
で
彼
等
を
引
取
る
者
ん
あ
っ
^

公

)

。

乍
併
か
か
る
親
方
に
雇
傭
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徒
弟
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大
體
R

於
.て
安
易
な
日
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送
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な
か
っ
た
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而
し
で
敎
M

徒
弟
は
.ギ

グ

：ド

の

統

制

を

受

け

な

い

の

.で

あ 

る
か
ら
、.
.彼
が
其
の
虐
待
が
ら
逃
れ
ん
^

す
る
に
は
地
方
長
官
^

訴
ふ
る
途
あ
る
の
：み
で
あ
つ
.
/2

;0
此

の

裁

判

は

ょ
 

っ
て
徒
弟
は
束
縛
か
ら
解
放
S

れ
るm

ど
も
あ
れ
ば
、
單
に
親
方
が
譴
責
さ
れ
夂
は
罰
金
を
科
せ
，ら
れ
る
k

過
ぎ
な 

い
こ
^

务
あ
っ
巧
要
は
該
制
度
の
初
期
^

於
て
は
か
か
る
徒
弟
の
過
勞
，、
酷
使
に
就
て
.關
心
を
示
す
も
の
は
無
か 

つ
た
の
で
あ
る
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ふ
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六
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年
の
救
貧
法
の
包
有
す
る
計
畫
も
、
若
し
其
の
遂
行
•か
敎
區
當
局 

者
に
ど
っ
て
利
益
で
あ
っ
た
な
ら
ば
容
易
に
實
行
^
れ
た
で
あ
ら
ぅ
バ
マ
^

然
る
に
不
幸
^
も——

少
く
ど
も
エ
リ

サ
ベ
ス
#

の
立
法
者
に
ど
っ
：て
丨
-
-
其

の

後

1
六
六
ニ
年
^

制
定
3
れ
た
法
令(

1
4. Charles 

II, 

0
. 1

2
.
)

は
此
の

約
六
十
年
前
に
於
け
る
意
圖
を
沒
却
せ
し
む
る
に
至
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
謂
ゆ
る
定
住
法
が
是
れ
で
あ
る
。
同
法

^

 

ょ
っ
て
或
る
敎
區
內

R

於
て
、
徒
弟

V
J

し
て
曆
傭
さ
れ
る
乙
ど
は
、其
の
敎
區

R

寒
住
す
る
乙

ビ
ビ

等
し
く
な
っ
た

o
 

素
ょ
ぅ
此
の
規
定
は
徒
弟

♦

か
其
の
地
に
定
住
し
て
、
以
て
習
得
し
た
職
業
に
從
事
し
得
る
乙
ど
を
計
っ
た
一
種
の
防 

貧
策
で
ぁ
る
々
然
る

^

其
の
結
果
は
豫
期
に
全
く
相
反
し
た
豸
の
ゼ
な
っ
た
:0

蓋
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敎

區

當

局

者

は

敎

區

徒

弟

?:
他 

の
敎
區

R

於
て
徒
弟
た
ら
し
め
、
斯
く
て
自
己
の
敎
區

k

定
住

^

せ
ぬ
や
ぅ
に
し
て
其
の
負
擔
を
免
れ
ん
^
努
め
る 

に
至
っ
た
が
ら
で
あ
る
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ぐ
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す
る
も
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ね
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な
ら
な
い
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即
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王
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復
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後
の
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貧
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は
救
貧
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^ :

云
ふ
誤 

解
3

れ

た

目

標

の

；下

に

施

行

さ

れ

た

の

で

あ

る

9

〕

。

而
し
て
此
の
定
住
法
の
施
行
は
亦
敎
區
徒
弟
の
制
度
^
甚
だ 

大
な
る
影
響
を
及
ぼ
し
た

.

。
同
制
度
の
實
施
上

^

與
へ
た
大
な
る
變
化
は
、
又
從
て
該
制
度
の
下
に
在
る
敎
區
徒
弟 

の
遮
命
を
以
前
に
增
し
た
苛
酷

^

を
以
て
包
ん
だ
の
で
あ
る
。
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ニ

•
十
七
、
八
世
紀
を
.通
じ
て
十
九
世
紀
の
中
葉
に
至
る
ま
で
行
は
れ
た
敎
區
徒
弟
は
、
敎
區
に
よ
つ
て
徒
弟
た
ら
し 

め
ら
る
.る
條
件
の
如
何
に
よ
6
之
を
ニ
種
^
大
別
す
る
こ
^
が
.出
來
る
？
其
の
.
1
.
.
は
任
意
的
敎
區
徙
弟
で
あ
6
他
は 

nM
拙
的
の
そ
れ
で
あ
る
。(

1
,
w
_
前
若
は
之
を
雇
傭
す
る
こV

が
親
方
.■の
自
由
意
思
^
出(

つ
，る
'̂

の
で
あ
6

後
者
は 

先
弟
を
引
取
る
こ
ど
を
强
制
5
る
る
の
相
違
點
を
有
す
る
。
乍
併
貧
民
，及
び
^
の
.兒
童
^
對
し
て
は
何
れ
の
方
法
に 

よ
つ
て
も
.彼
等
の
自
由
に
委
ね
ら
れ
る
こ
ど
は
無
い
。
貧
民
は
常
^
其
の
兒
童
を
徒
弟
匕
す
る
乙

}̂ 
K

又
兒
童
は 

徙
雜
ど
な
る
乙
ど
を
强
制
^
れ
た
の
で
あ
つ
て
、
彼
等
に
:̂
つ
て
は
何
れ
の
.方
法
の
下
に
於
て
も
同
じ
で
あ
つ
.た 

，
南
者
ひ
中
、
.

%れ
が
行
は
れ
る
か
は
各
地
方
の
慣
習
に
よ
-5
-
の
で
あ
つ
た
。
.たv

槪
し
て
S

へ
.ば
前
者
は
都
會
及 

び
其
の
附
近
に
於
て
、
後
者
は
農
村
地
方
^
於
て
多
ぐ
行
は
れ
た
の
で
あ
る
、
勿
論
^

0
槪
括
k
對
し
て
例
外
が
存 

し

た
Z
ど
は
云
ふ
迄
も
な
n

以
下
に
於
て
此
の
兩
者
を
論
ず
る
^
當

气

：
敍
述
の
便
.宜
上
後
者
か
ら
述
べ
よ
ぅ
。 

.
强
制
的
敎
區
徒
弟
が
農
村
地
方
^
多
く
行
は
れ
た
理
-*
は
、
都
會
に
比
し
て
農
村
代
於
て
は
徒
弟
?:
必
要
？
す
る 

こ
6
が
少
い
か
ら
で
あ
る
。.農
業
勞
働
に
於
て
は
商
工
業
に
於
：け
る
.
も

：
：
の

の

.

如
き
特
殊
：の
徒
弟
'制
度
は
：必
要
.：で
な
い

。

 

此
の
事
淸
の
存
す
る
爲
め
k
農
村
敎
M
當
局
者
は
、
®
斷
的
に
貧
民
の
兒
童
を
救
貧
稅
納
入
者
の
間
^
割
當
て
た
の

第
.

U
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四
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歡
へ
ー
八
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六
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)

英
勝
敎
励
微
弟
飢
齡
皆
見 

第
十
，

一

,.號.
‘ 

”
0
四

:、
賜
制
的
徙
潘
制
度
ゆ
場
合
、
#

®
法
^

«
行
ば
ギ
っ
.ゼ
敎
區
當
局
#

が

：靈

を

議

ボ

る
；：

篇

菩

要

搞

^

o
.
た

。 

即
.，
V
細

§

.制

齡

.
の
.
〒

：
^

於

セ

は

敎

區

®

M

や

貧

民

監

督

は

,
:
.
た
®

其

.：の

.
敎

區

民

^

強

制

：
^
.
て

貧

..民

の

兒

^

を

^

な

ら
 

U
.
砂

れ

ば

ょ

.
い
の
一
で
あ
.
る

が

.ら

.、

.■
:定

.住

法

0
'
施

.
行

£

ょ

づ

せ

：

生

ず

.jる

.
敎

，P

の

負

擔

を

冤

れ

ん

：
？

し

七

.醫

令

を

.僞

る 

が
如
&
必
要
ば
な
.か
り
た
の
で
あ
^
?
-乍
併
.乙
.の
制
度
ば
敎
'區
民
の
喜
ぶ
#
ミ
^

^
は
な
が
0
だ
。
；蓋
し
其
の
徙
弟 

引
取
か
ゆ
强
制
は1

£

區
當
局
者
の
1I
T
冒

出

で
 

> 徒
弟
た
6-
、べ
&'
兒
童
は
勿
論
、.：
そ

，の

親

た

：
る

貧

民

、

5

之 

を
引
取
る
べ
さ
親
方
の
同
意
5:
'
.も
經
る
ミ
ど
な
し
^
割
當
て
ら
れ
だ
痴
ら
ヤ
あ
：.各
々
然
か
も
其
の
：割
當
セ
の
方
法
た 

る
や
課
税
臺
&

^
記
%
せ
ら
れ
た
氏
名
順
^
ょ
*
徒̂
弟
を
弓
取
ら
.し
め
.、
.：又
.は
«
の
所
有
す
る
財
產
額
.；の
..大
な
る 

者
ょ
6
順
次
^
彼
等
を
割
#
-て
、
或
は
柚
籤
纪
ょ
る
か
フ
全
ぐ
馨
斷
的
妃
當
局
者
め
適
當
^
恩
惟
す
る
者
を
指
名
し 

て
以
.て
其
の
引
取
6
人
を
定
め
た
の
で
あ
る
0
.
0 

)

從
て
此
の
制
度
は
圓
滑
に
行
は
れ
得
な
い
。い
徒
弟
側
-̂
極
く
些 

細
な
缺
黙
で
も
あ
れ
ば
、
其
の
徒
弟
を
割
6
當
て
ら
れ
た
敎
區
民
ば
是
れ
2:
:
理
由
^
し
て
四
黍
裁
判
听
^
訴
人
て
解 

雇
せ
ん
^
計
办
、
或
は
當
初
割
當
•て
ら
れ
た
時
に
を
の
缺
點
を
理
由V

じ
で
兒
童
を
引
叹
る：

乙
ど
を
拒
絕
せ
ん
^
圖 

る
者
•か
多
か
っ
た
。

此
の
弊
を
避
け
ん
•か
爲
め
に.一

六
九
七
年
の
法
令(

00
ダ

Vo, 

0
. 

30.〕

?:
制
定
し
て
、
敎
區
が
割
當 

て
た
兒
童
の
引
取
ぅ
を
拒
ひ
者
は
十
磅
の
罰
金
を
科
せ
ら
れ
る
こ
V
J
kな
っ
た
。C
3

)

然
か
も
徒
弟
^
敎
ふ
、、/
き
1
 

業
を
有
せ
ざ
る
者
、
又
は
彼
等
を
®
傭
す
る
必
要
な
き
者
にV

J

っ
て
は
、
此
の
罰
金
?:
支
拂
っ
て
も
其
の
引
取
ぅ
の 

負
擔
を
解
か
れ
た
方
が
良
策
で
あ
つ
た
。
殊
k
都
會
の
敎
區
化
於
て
は
此
の
傾
向
が
多
か
っ
た
之
ど
は
當
然
で
ぁ
っ

た
o
斯
く
し
て
其
の
兒
童
は
爾
餘
の
敎
區
民
k

引
渡
-5
れ
、
若
し
又
て
の
第
二
力
者
が
十
磅
を
.-
^

观
つ
イ
-
そ
め
⑴
取 

み
を
拒
ん
だ
時
は
1£
^

第
三
の
敎
區
民
^

振
う
向
け
ら
办
る
の
で
あ
つ
た
ゾ
故
^

親
方
が
決
定
^
れ
る
以
前
に
三
十 

磅

、
五
4
~磅
も
の
金
額
を
敎
區
に「

儲
け
さ
せ
る」

兒
童
も
あ
6

、ヾ

此
の
罰
金
は
敎
區
の
定
收
入
^
な
つ
た
位
で
あ
つ 

た
O
C
4
W乍
併
此
の
.强
制
制
度
が
敎
區
徒
弟
k

對
す
る
嫌
惡
.の
念
を
增
大
せ
し
め
たこ

.：

^

」

は
顧
な
い
。
殊
k

徒
弟
ど 

な
る
兒
童
そ
の
も
の
^
對
し
て
の
4

入
主
的
嫌
惡
も
亦
手
傅
つ
て
、
彼
等
W

引
取
4

は
厭
は
れ
た
の
で
あ
る
。
：」

强
制
的
敎
區
徒
弟
制
度
は
農
村
地
方
k

於
て
は
、
▲

述
の
如
さ
■
: #
の，
傾
向
ゼ
異
ま
で
歡
迎

3
れ
ぬ
も
の
で 

も

客

か
_つ
'た
.
0殊
^

英
蘭
西
雨
部
の
コ
オ
ン
ゥ
オ
ル
、

ソ
マ
シ
ッ
ト
シ
ァ
、
' 
デ
.ゥン
シ
ァ

 

'英
蘭
束
部
の
げ
フ
W

ク
、
 

ノ
オ
フ
オ
'ク
ノ
ョ
、オ
ク
シ
ァ
，等
に
於
て
？

フ
で
あ
つ
气
？〕

«

村
敎
區
R
於
げ
‘る
敎

區

民^'
殆

ざ

其

ゆ

大

部

分

が
 

農
業
者
に
よ
つ
て
占
め
ら
れ
て
ゐ
る
ビ
云
つ
て
よ
い
。
彼
等
は
罰
金
を
支
拂
ふ
よ
う
は
寧
ろ
割
當
て
ら
れ
た
徒
弟
を 

引
取
.

C
V、

其
の
勞
働
カ
を
利
用
せ
ん
'

V

計
つ
た
の
で
あ
，る
。0

0

蓋
し
農
業
者
に
^

つ
七
此
の
徒
弟
は
便
宜
で
あ
り
、
 

又
其
の
勞
働
は
廉
價
で
あ
つ
办
か
ら
で
あ
る
。
乍
併
此
の
歸
結
は
、
强
制
的
敎
區
徒
弟
か
ら
眞
に
算
出
し
得
た
で
あ 

ら
う
か
。
筆
者
は
次
節
^
於
て
先
づ
農
業
に
於
け
る
：强
制
的
敎
區
徒
弟
’の
：姿

を

1
/瞥

し

よ

う

。

、
へ
-
:
.へ
.

(

1)

ゥ
5
ツ
ブ
は
敎
！

si

徒
弟
を
三
稱
に
分
.け
、.第
一
は
徙
弟
に
附
せ
..ら
る
.る
'謝
禮
'に
’よ

丨

親

方

が

，
任

意

^
引
取
る
も
の
：、
第
ニ
は
製
造
業
者
に 

,
-\

大
最
的
に
引
渡
さ
る
ざ
<

の
->
.第
三
は
救
贫
税
納
•人
若
に
强
制
的
だ
削
當
て
ら
れ
る
も
：の
含
す
る
、(Sydney., a

nd 

Beatrice: Webb,.

.Ermlisll .Local.'Govern.ment

..:'VEnglisll-poor L
a
w

 History.

:
. 

P
L

 I, T
h
e

 O
l
d

 .poor L
a
w
.

 

.1927. pp... 

.vs
cr
k
l
s尔
併
彼
の
分
類 

.
•ベ

に
よ
る
笫
1
1
'のも
.の
.は
、第
ー
種
±-
リ
發
生
，せ
る
も
の
に
過
ぎ
ず
、從
て
特
に
之
を
獨
立
せ
し
め
て
別
植
の
も
の
^
す
る
よ
り
は
、
寧
み
第 

V

,1:

猶
の
任
寓
的
敎
跖
徙
弟
の
部
類
'に
人
れ
る
方
が
至
常
で
あ
ら
う
。
た
^
徙
弟
に
謝
禮
を
附
す
る
こ
ミ
の
宿
無
の
點
か
ら
_
れ
ば
ゥ
工
ツ 

ブ
み
如
<.
-
1
1
1
截
に
分
け
.
'る
と
<
が
出
：來
0
^で
あ
^
が
、
此
の
謝
禮
の
件
は
任
蓆
的
貌
跖
徙
弟
制
度
の
一
特
徵
を
な

す

も
の
で
は
あ
る
け
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れ
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本
質
的
要
素

V
.

い
ふ
譯
け
で
は
，な
い
の
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あ
る

:0 
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W
e
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 o
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cit, P
t

 

L

 

pp. 

2
0
S
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op. 

cit:, R
.

 

L

 

p. 

2
0
7*D
o
t
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.き
罗 

o
^
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M
a
r
s
h
a
l
l
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o
p
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o-
i
r
.
p
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E
m
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l
o
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m
e
n
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W
o
m
e
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a
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a
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b
a
c
v
A
I
f
b
r
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u
t
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o
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Is.

A
c 

V 

>
vebb, op. 

cit, P
t

 

I. 

p. 

2
0
Q.

H

V

,
'
.
:

■
; 

:

,:
::

.

七

、

八
、
九
歲
で
農
家
に
徙
弟
た
ら
し
め
ら
れ
た
兒
童
は
數
人
の
同
僚
ど
共
に
每
朝
甚
し
さ
は
ニ
時
半
、
遲
く
も 

五
時
れ
は
起
床
し
て
、
飼
牛
^
食
料
を
與
へ
、
乳
?:
搾
A
、
其
の
他
家
禽
家
.畜
の
世
話
を
し
、朝
食
後
、畑
に
出
掛
け 

る
。
其
處
で
彼
等
は
土
地
5:
耕
し
、
種
子
を
蒔
さ
、
小
石
雜
草
を
除
去
し
ノ
作
物
を
琢
む
鳥
を
追
ひ
、
燕
靑
や
馬
鈴

1 :
を
掘
ぅ
、
穀
物
を
別
6
取
*
、̂
之
を
束
ね
.、
觅
^
蓮
搬
取
を
御
す
る
。
か
か
る
仕
事
は
女
兒
も
亦
^
兒
ど
同
じ
く

* 

.

.

.

.

行
は
せ
ら
れ
、
其
の
作
業
能
率
を
成
人
勞
働
者
ど
競
は
し
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。(

1〕

此
の
て
ヾ」

は
兒
童
に
S
つ
て 

過
微
な
努
働
で
あ
る
。
鋤
を
操
る
が
如
き
は
女
兒
の
カ
量
に
超
ぇ
た
努
働
で
あ
るw

云
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
然
か
も 

親
.方
は
之
に
就
て
何
等
考
虛
す
る
ど
乙
ろ
な
く
、
可
及
的
長
時
間
■之
を
强
制
し
た
の
で
あ
る
。

斯

の

如

さ

酷

使

に

疲

儆

し

た

身

體

を

ひ

き

づ

つ

て

薄

暮

歸

家

し

た

時

、

彼

等

徒

弟

を

迎

へ
る

家

人

は

必

ず

し

も

善

!

;

I

E

穩

和

な

性

質

の

者

ど

は

限

ら

な

か

っ

た

。

今

玆

に

嘗

て

徒

弟

た

.6

し

者

の

言

葉

を

? [
用

し

ょ

ぅ

。
"

M
y

 

m
i
s
t
r
e
s
s

 

w
a

s

 

a

 

v
e

r
y

 

b
a

d

 

t
e

m
p

e
r

;

豸
げ
 
s

C T
P

P -t
e

m
p

e
r

e
d

 

w
h
e

 

t
r
e
a
t
e
d

 

m
e

 

v
e

r
y

 
u

l
;

w 
ぼ

c r
s

rt
- 

m
e

 

v
e

r
y

 

m
u
c
h
.
J

 

s
h

e

 

w
o

u
l

d

 

t
h

r
o

w

 

.
m
e

 

o
n

 

t
h

e

CTQ
r
o
u
I
l
d
,

 

:
h
o
l
d

 

m

e

c r
y 

t
h
e

 

e
a
r
s
,

 

.
k

n
e

e
l

、u
p
.
o
n

 

m
e

,

 

a
n

d

 

u
s
e

 

m
e

 

v
e

r
y

 

i
l
l
;

I

 

u
s

e
d

 

t
o

 

s
c
r
e
a
m
.

 

T
h

i
s

t r
a

s 

h
a

p
p

s
e

d

 

s
e
v
e
r
a
l

 

t
i
m
e
s

 

a

丨 w
e

e
k

.

 

J

 

h
a

s

 

n
o
t

 
b

e
e

n

 

' 

.
f
r
e
rt 

f
r

o
m

 

s
o
r
e

 

o
n

e

 

w
e
e
l
c

 

t
o

 

a
n

o
t

h
e

r
.

.I 

j
b
a
v
e

 

s
t
i
l
l
,

 

m
a

r
k

s

 

u
p

o
n

.

. me

 

f
r

o
m

 

.
k

i
c

k
s

:

 

:

• 

.
w

n
e

n
 

s
u
e

 

w
a

s

 

v
i
o
l
e
n
t
)

 

w
e

t r
a

d 

n
o
t

 

e
n

o
u

g
h

 

t
o

 

S

t
 

こ

(

2

、

勿
論
凡
て
の
徙
弟
が
か
か
る
虐
待
を
受
け
た
の
で
は
な
い
。
：其
の
家
の
主
人
の
意
向
(<
:
ょ
6

相

當

な

待

遇
?:
受

け
 

る
者
も
.あ
っ
た
。
然
か
も
全
體
か
ら
云
へ
ば
前
者
0
酷
使
の
下
仏
居
る
者
の
方
が
多
か
っ
た
の
で
あ
る
。
又
此
の
徒 

弟
に
對
す
る
虐
待
に
は
、
徒
弟
の
惡
癖
陶
冶
の
目
的
を
以
て
行
は
れ
た
矯
IE
が
誤
傳
3
れ
た
も
の
も
あ
ら
ぅ
。
乍
併 

彼
等
の
身
體
に
甚
し
き
傷
痕
を
有
す
る
者
が
多
か
っ
た
事
實
は
バ
3
ソ
其
が
矯
芷
手
段
た
る
以
上
^
出
で
た
こ
^
の 

1

苒
k
止
ま
ら
な
か
っ
た
こ
ど
を
物
語
る
の
で
あ
る
。

E

R其
の
家
人
ょ
6
の
虐
待
を
免
れ
た
場
合
^
も
、
僕
婢
又 

は
年
長
の
徒
弟
に
ょ
つ
て
追
害
さ
る
る
こv

も
亦
尠
く
な
か
つ
た
。
即
ち

こ I 

had. a 

-
Q
o
o
d

u
a
c
e
v.
.
M
 

beaten, ■ and. ..never illlused. t>y:my 

maste

r.'but I w
a
s

 .badly 

used b
y

 the 

other 

apprentices 

; 

apprentices 

al

'̂ays 

beat 

each 

other,: •

: 

バ
4〕

ど
云
ふ
も
の
は
是
れ
で
あ
る
。

.

.. .

次
に
彼
等
徙
弟
^
與

へ

ら

れ

た

生

活

狀

態

の

一

端

?:
.
窺

ふ

な

らば
、
後
述
す
る
如
き
都
會
^
於
け
る
徒
弟
に
比
し 

農
村
地
方
の
そ
れ
は
食
物
に
不
足
す
る
こ
ど
は
少
か
つ
た
。
こ
の
こ
ど
は
暗
儋
た
る
彼
等
の
日
常
^1

抹
の
光
明
を 

第

二

十

四

卷

(
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八
0
九)

英
蘭
敎
區
徙
弟
制
度
管
見

 

節

十

ー

辦

1
0
七



第
二
十
四
卷(

！

八
T
o

)

英
闞
敎
匦
徒
弟
制
度
管
見 

第
十
.ー

號

一
〇

八 

與
ふ
る
も
の
で
あ
っ
た
^
云
っ
て
ょS

で
あ
^
ラ
。
：.た
ぐ
注
意
す
ベ
S
は
、
#
檎
酒
を
與
'へ
て
以
て
其
の
賃
銀
の1. 

部
^
代
ふ
る
習
惯
.の
影
響
が
，
：當
然
徒
：弟
^
も
及
ん
_だ

$

」

で
あ
る
。
彼
等
は
■幼
少
時
ょ
4
:之
^
憤
れ
、
：其
の
結
果 

S
し
て
飲
酒
癖
を
有
す
る
者
が
尠
く
な
か
っ
た
。
然
か
^
此
の
惡
習
は一

部
布
識
者
の
外
、
全
然
問
題
視
す
る
ど
こ 

ろ
が

な

が

っ

た

の

で
あ
る
。'
之
を
防
ぐ
手
段
ざ
し
て
宗
敎
敎
宵
を
授
く
べ
さ
乙
ミ
を
主
張
す
る
者
が
あ
っ
た
處
で
、
 

徒
弟
が
日
曜
日
^
敎
會
へ
行
く
こ
:̂

は
事
實
上
不
可
能
.
.で
あ
0
た
。
蓋
し
其
の
0-
は
農
場
の
勞
働
は
無
く
き
.
4、
家 

畜
家
黹S

.

世
話
は
之
を
缺
c
 N

m

?:-

得
な
い
爲
め
で
あ
々
、
又
'外
出
着
?:
'
有
す
る
者
は
殆
ざ
無
か
っ
た
が
故
で
あ
る
。 

彼
等
は
勿
論
仕
事
着
は
持0
て
ゐ
戈
。
然
し
そ
れ
は
襤
褪
で
あ
.っ
た
。C
S

〕

.之
を
：着
て
敎
會
R
行
く i

v
j

は
徒
弟
も 

嫌

a
親
方
も
好
ま
ぬ
處
.た
っ
た
の
‘で
あ
る
。
從
て
.彼
等
に
對
す
る
敎
育
は
、
親
方
に
ょ
っ
て
日
曜
日
の
夜
に
自
宅
で 

W
書
を
修
め
し
め
る
-も
の
? :
•
以
て
唯1.
の
も
の
ど
ず
る
。

..

然
か
；も
乙

の
乙

迄
は
全
く
稀
有
の
こ
^

に
屬
し
、
槪
言
す 

れ
ば
彼
等
ば
敎
育
が
.ら
全
然
隔
離
^
れ
て
ゐ
た
の
€
あ
る
。
， ヾ

終
日
過
激
な
勞
働
化
疲
努
し
た
身
體
を
休
め
る
住
居
が
如
何
な
る
も

の
で
あ
っ
た
か
代
就
て
.は
：敢
、て
賛
言
を
要
さ 

な
い
で
あ
ら
ぅ
。
交
通
運
輸
機
關
が
發
達
し
て
來
た
十
八
世
紀
に
至
っ
て
3

へ
も
、
尙
農
家
は
其
の
地
方
^
產
す
る 

材
料
の
み
を
以
て
逾
て
る
を
常
^
し
た
の
で
あ
る
。
即
ち
木
材
の
璺
富
な
る
地
^
於
て
之
を
以
て
.建
築
し
、
石
材
の 

廉
價
な
る
地
に
於
て
は
石
材
、
粘
土
を
產
す
る
地
に
於
て
は
煉
瓦
を
以
て
、
更
に
泥
土
以
外
^
何
も
有
せ
ざ
る
地
方 

k
於
て
は
木
舞
、
煉
土
又
は
荒
壁
土
を
以
て
肆
て
ら
れ
た
の
で
あ
る
。0

0

而
し
て
其
の
內
部
R
於
て
排
水
設
備
を 

缺
く
こ
ど
、
從
て
濕
氣
V
Jie
に
陰
鬱
を
伴
ふ
狹
隘
な
室
.內
R

乙
も
る
不
潔
な
空
氣
、.
其
の
.：同
一
室
內
^
親
方
ょ
ぅ
徒 

弟
に
至
る
ま
で
性
、
年
齡
成
は
健
康
の
區
別
な
く
寢
る
こ
i
等
は
、
心
的
及
德
的
狀
鶴
^
多
大
な
影
響
を
與
へ
ず
に

ぼ
暦
な
か
づ
だ
0 '
で
あ
る
ヶ
' 
又.
縱
令
徙
珞
k

別
室
が
典
へ
ら
れ
r2
場
'合
で
V

當
初
に
あ0

 V
は
、
尙
被
等
の
性
の
相 

逯
に
よ
つ
て
其
の
室
? :
別
に
す.
る
こV

J

は
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
素
<
强
制
的
徒
弟
制
度
0 '
下
に
あ
'つ
て
は
、農
業
者 

ば
其.
の
農
場
文
は
家
庭
^

必
聲
な
る
以
上
の
兒
童
を
引
耽
る
Z
年
を
强
制
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
ら
、
.勢
ひ
徒
弟
は
其 

の
能
力
に
超
え
た
勞
働
を
、
又
は
彼
等
^

が
つ
て
不
適
當
な
種
類
0

务
働
e
g

せ
ら
れ
る
こ
ビ
に
な
-5
'-
の.
で
あ
る
0. 

殊
^

女
兒
，
.
の
場
合
、
家
庭
内
の
仕
事.
^ .
之
を
收
容
す
る
餘
地
が
^

い
時
は
、-
前
述
，の
如
く
&

場
に
他
役
5
れ
る
の
止 

む
な
き
に
至
つ
，れ
の
で
あ
る
o
:

然
か
も
其
處
忆
働
く
男
舉
ビ
の
關
係
化
就
て
は
何
等
の
監
視
ど
受
げ
ず
、
是
れ
R

由 

つ
て
％
亦
惡
結
果
を
釀
じ
出
し
把
■乙
ど
が
尠
く
な
か
な
た
0(

7)

::
へ
：.•
ど

'
ニ
'
:
,

:
.
-

人

.

.
-
1

以
上
を
通
觀
し
て
も
尙
广.
口
シ
ィ
r

す
；7.
シV

ダ.
の
云
ふ
が
如
ん
、農
業
^

於.
：け
る
敎
區
徙
弟
は
、謝
禮
の
燦
め
^
小 

11
業
者
^

引
取
ら
れ
た
住
意
盼
徒
弟
よ
{

も
其
の
境
遇
は
安
易
な
も
§

で
あ
'つ
た.
か
1

知
れ
な
い
。9〕

蓋
し
都
會 

に
於
て
は
、
敎
區
徒
弟
を
引
取
る
z
€
k

よ
つ
て
生
ず
る
親
方.
の
負
*

ば
、
農
業
者
に
よ
夕
て
感
せ
ら
る
る
も
の
よ 

ぅ
も
遙
か
に
大
な
る
が
爲.
め.
で
あ
る
'。
'乍
併
乙
れ
は
比
較
的
の
.も
へ
の
で.
あ
つ
'
て

、':
:
；
徒

弟
..
の
零
の
雈
し
く
、
其
の
弊

害
の
大
で
あ.CV

た
乙
^

は.
^
孰
れ.
に
於
て
も
何
|

^
^

處
'は
な
か
ー
つ
^

の
^

あ
^

 ̂

/

ハ
;
.
',,

(

1〕
wvidence of Mrs. 

M
a
r
y

 Rendalls, wife, of labourer. 
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Report, p. 

112,; cf...Evidence of Mr. George Palk, 
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Fussell and Constance Goodman, The Housing of the Rural population in the Eighteenth Century, C
E
i
o
b
i
c

 

History, Supplement of the Econo

日ic Journal, vol.II. No. 5,、
1930, p. 6C.

ン
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EvidenceofMr. Edward Troode,.. fanner. ..1843.. Report, p
,
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(
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Marsliall, op.oiti, 

p 
100
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:
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• . 

* 

'

四

. 

，

へ
ゥ
ラ
ブ
^
從
へ
ば
强
制
的
敎
區
徙
弟
制
度
は
、
-*
民
勞
«
者
^
職
を
與
ふ
る
方
法
:̂
し

て

行

は

れ

た

ぞ

|

目
ロ 

及
び
'La

b
o
u
r

 R
a
t
e

の
制
度V
凝
似
す
る
點
を
有
す
る
。
.'
た
く
後
：

j 

S

?異
る
處
は
、徒
弟
が
全
く
束
縛
せ
ら
る
る
.，
 

Z

^
.及
び
其
の
隸
屬
の
長
期
^
互
る
.

M
 V

J

で
あ
る
O
C
1
. 

>

 

此
，の
'一：

一
相
違
®
、
換
言
す
れ
ば
該
徒
弟
制
度
の
特
徵
が
、
 

其
の
下
^
拘
束
^
る
る
敎
厫
徒
弟
に
如
何
な
る
影
響
を
與
へ
，た
か
を
以
下
^
於
て
愉
討
し
ょ
ぅ
0

,
1言
を
以
て
之
を
云
へ
ば
、
.該
徙
弟
制
度
は
親
方
徒
弟
の
孰
れ
の
惻
に
疼
っ
て
も
迷
惑
な
も
の
で
あ
っ
た
。
即
ち 

此
の
制
度
の
有
す
る
特
徵
は
、
旣
述
の
如
く
親
方
の
侧
で
は
、
.徒
^
に
對
す
る
酷
使
の
形
式
を
以
て
の
直
接
的
#

^
 

及

び

衣

食

饽

？

の
無
關
心
に
I

間
接
S

?

生
じ
、
他
方
徒
弟
S

&

5

、
親
方
S

其

S

族
又 

は
彼
等
の
課
せ
ら
れ
た
勞
働
自
體
に
對
し
て
非
行
?:
以

て

'
酬

ゆ

る

の

途

に

出

で

し

め

た

.

の
で
あ
っ
た
？

是
等
の
結
果
は
該
制
度
、
否
救
貧
法
施
行
の
內
部
^
胚
胎
す
'る
必
然
的
の
、も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
已
^
徒
涕 

た
る
べ
き
貧
民
の
兒
童
は
幼
時
ょ
6
敎
區
當
局
者
に
ょ
っ
：て
親
の
膝
下
ー
ょ
$
連
れ
去
ら
れ
、
.其
の
ま
ま
少
年
時
$
こ
.. 

は
戾
っ
て
來
ら
れ
な
s

o
此
の
隔
離
は
法
の
規
定
す
る
處
で
あ
っ
て
、
之
に
對
し
て
は
親
暴
も
杭
議
す
る
乙
I

 

满
な
い
。
勿
論
徙
涕
期
阓
中
ど
雕
も
顧
は
其
の
子
供
に
會
ス
こV

J

は
出
來
.る
o 

.
^
併
此
の
1
會
も
全
：ぐ
親
方
の
意
®

扣
可
こ
.ょ
-ク 
'て
或
は
可V」

し
或
は
否
*

せ̂
ら
n
る
.の 
'.で
あ
■る
か
ら
、
.
事
實
.上
親
子
關
係
は
全
く
破
壞
3
れ
'て
了
ふ
ノレ 

い
つ
て
大
過
は
な
い
'9
M
R

强
制
的
敎
區
徒
弟
制
度
に
於
て
は
，親
方
は
其
の
引
取
る
ベ
&
兒
童
に
對
し
選
擇
權
^
有 

し
な
い
。
他
方
徒
弟
は
解
雇
^
れ
る
憂
は
あ
ま
-
無̂
く
、
又
彼
等
の
仕
事
の
成
績
如
何
に
拘
ら
ず
不
十
分
乍
ら
も
衣 

食
住
は
給
付
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
勢
ひ
彼
等
の
能
率
は
極
め
て
低
い
o
:
殊
に
被
等
が
長
ず
る
に
及
ん
で
此
の
弊 

は
著
し
く
な
る
。
又
女
兒
が
徙
弟
た
ら
し
め
ら
れ
た
場
合
^
原
則
^
し
て
は
之
を
家
政
上
の
仕
事
に
向
け
る
。
從
て 

日
夜
家
庭
內
R
働
く
の
で
あ
る
か
ら
、
男
兒
R
比
し
て
農
業
者
の
家
庭
生
活
に
影
響
す
る
ど
こ
ろ
が
多
い
^
い
は

ね

 

ば
な
ら
な
，

V
。

然
か7

P

此
の
女
兒
の
場
合
も
又
は
；
兒
の
場
合
^
於
て
も
、
農
業
者
は
彼
等
を
選
槔
し
て
徒
弟
ど
す 

る
乙
ど
?:
得
な
い
の
で
あ
る
o

?)

,

.
貧
民
にV

J

夕
、
其
の
兒
童
K
ビ

之

又
親
方
に
(£
つ
て
該
制
度
は
以
上
の
觀
點
か
ら
見
て
確
か
に
^
0

な
も
の
で 

あ
つ
た
。
從
て
前
述
の
如
S
弊
害
を
生
じ
た
こ
€

は
常
然V」

s

は
ね
ば
な
ら
な
い
。
而
し
て
愛
に
注
意
す
ベ
さ
は
.既 

R
述
べ
た
る
.が
如
く
、
此
の
强
制
制
度
は
素
い
防
貧
對
策
で
あ
ぅ
交
救
«

^
增
加
.防
止
對
策
で
あ
つ
た
0

然

る

^

此 

の
制
度
の
運
用
は
、
是
れ
€
全
く
赀
反
し
た
結
果
を
生
じ
た
の
で
あ
る
々：

即
ち
此
の
制
度
の
施
行
に
ょ
つ
て
敎
區
內 

R
食
民
の
相
對
的
增
加
を
見
る
^
至
つ
^
乙
ど
是
れ
で
あ
る
。
，蓋
し
農
業
者
は
其
，の
：引
取
る
乙
せ
を
餘
儀
な
く
さ
れ 

る
徙
弟
を
收
容
す
る
餘
地
を
作
ら
ん
が
爲
め
に
、；
從
來
雇
傭
し
て
'ゐ
た
兒
.童
を
解
雇
す
る
：傾
向
：を
示
し
た
が
爲
め
で 

あ
る
。
.：
此

の

.後

者

は

主

ミ

し

，
て

公

■

私
の
扶
助
を
受
け
ざ
.る
獨
立
罾
員
^
の
字
弟
で
'あ
'る
。
；
'即
ち
勤
勉
カ
行
な
る
が
爲 

め
に
其
の
兒
童
從
失
業
の
憂
自
を
見た

..

の
で
あ
つ
：て
、
.，此
の
場
.合
彼
は
.其
の
兒
.童
：の
.
.職
を
他
の
敎
區
に
求
め
な
.け
れ 

ば
な
ら
な
か
つ
た
。
縱
令
動
勉
：な
る
勞
働
者
^
は
云
へ
'其
の
子
供
を
遊
ぼ
せ
て
置
く
乙V」

は
：彼
の
獲
得
す
る
收
入
額

$

ー
十
：四

卷

a

八
ニ
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第

十j

J I

ー
ニ
ー 

が

許

，
は

な

如
.

っ

た
. ^

^

力
^

洗

る

。
.
.
：
此

.

§
名
ヒ
は
被

^

—

p

て
'犬

な

落

歷

迫

®

k

■
序
供
^
■
職

:*
し
於
^
彼
は
、
バ勢

-a
又字供ど典把區：
に
蒙

oぃ
拖
光
此
：：の
强
湖
雜
弟
制
度
を
施
行
す
る 

敎
M

U

,谋
如
有
す
名
勞
働
人
^
冲
の
旛
縣
为
る
分
.子
女
冼
办
貧
.辱
め
み
蘀
留
'?
る
結
粜
%
見
名
昶
至
;0
.
.
た

の

：；
で

.あ
 

る
。
；?
ド
.此
め
傾
向
‘は
明
か
た
敎
區
當
揭
者
め
目
询
^
友
す
る
も
の
で
あ
办
た
;'
°
同
時
^
,
叉
局
外
渚
た
る
貧
民
な
ら 

ざ

;:
-
5勞
餐
者
:̂
«
制
«
,
對̂
.し
ー
て
不
滿
で
ぁ
っ
:^
'z-VJ 
士
物
語
名
克
め
ヤ
あ
るI

'

彼
が
若
し
他
の
敎
區
k
於
て
其
の 

子
_
の
職
'^
見
出
し
得
ざ
る
時
は
ぃ
之
を
怠
惰
の
中
に
生
長
せ
し
め
養
育
せ
^
る

:-
5
:得
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。

貧
民
が
該
■
«

の
施
行
^
ょ
の
て
、其
0
兒
童
^
肤
養

::
1

-

る
費
用
女
免
發
&
れ
:^
"©
み
#
;&
ず
、其
の
他
：あ
ら
ゅ
る 

.1
1
3ゼ
し
' 
の
義
務
を
解
か
れ
る
乙

ビ
は
、
兒
童
を
敎
區̂

麥
し
て
嬰
如
た
る

®

癖
を
有
せ
し
あ
y

之
を
以
で
利
益
ょ 

々
ビ
レ
ン:

他
里
ハ
の
鬼
童
;:
5
:被
の
家
族
の
一
一
員
益
泣
い
や
ぅ
^
し
牝
H

i
從
て
此
の
觀
澌
か
ら
し
て
本
强
制
制 

度
妃
ょ
っ
：
敎
區
が
遂
行
せ
ん
.ビ
し
た
意
圆
ど
は
懸
隔
す
る
^
至
つ
た
ど
云
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
次
に
徒
弟
た
ら
し 

め
ら
れ
た
兒
童
は
：
敎
«
が
彼
等
の
境
遇
を
形
作
:0
龙
の
で
あ

:'
6

^
ど
を
知
1
、：
其
の
長
&
束
縳
期
間
^
自
已
の
努 

カ
妃
侬
ら
ず
他
者
の
費
泪
批
^
ジ
て
生
活
す
る
'«
念
k
慣

れ

‘
一' 
に
敎
®

k

«*o
'
y生
を
營
む
乙
せ
を
當
然V」

考
へ 

石
や
ぅ
k

な
る
。
斯
く
て
觸
立
於
意
思
は
根
絕
3
れ
フ
其
の
徒
涕
期
間
.?
:
終
タ
た
.後
^
於

て

.̂
尙
敎
區
に
生
活
の
支 

ず

:^
3
め
て
恬
然
た
る
^
至
る
の
•で
あ
^

(多
：；-

此
の
點
か&

1
K

っ
匁
も
亦
該
徒
弟
制
度
設
置
の
目
的
^
は
全
く
反 

し
れ
結
果
^
生
ん
だ
•の
で
あ
っ
た
。
乍
併
是
等
の
成
果
枕
必
然
的
の
も
の
で
あ
：っ̂

の
で
あ

.

る
'9
.

:

:

.

:

即
ち
徒
弟
は
二
十
四
歲
又
建
ホ
：S

望

る

：ま
で
何
事
爲
ら
進
八
で
行
ふ
必
要
は
，な
い
の
で
あ
る
一
。磨

則

ど 

し

て
•

は

衣

食

住

其

の

：
他

萬

般

の

.

.

乙
ビM

至
.

る
.

ま
.

で
何
等

0

ら
開
拓
す
る
を
要
せ
ず
じ

^

支
給
せ
も
れ
る
0 .

で
も
る
。

從
て
是
等
を
如
何
k
し
て
獲
得
し
以
て
生
を
營
0
を
得
る
や
^
就
て
は
、
何
等
知
る
ビ
乙
ろ
な
く
し
て
徙
弟
期
間
を 

終

る

乙

な

る

。
故
^
徒
弟
た
る
こ
ビ
を
終
へ
て
自
己
の
努
カ
に
ょ
つ
て
處
世
す
る
^
臨
み
、
之
^
必
要
な
る
彼 

の
所
有
す
る
知
識
は
幼
兒
ど
異
る
ビ

乙
ろ
な
き
態
の
も
の
で
あ
る
。：
極
端
に
云

へ
ば
金
錢
の
使
用
法
さ
へ
も

知
ら
な 

S

の
で
あ
る
。(

こ
此
の
弊
に
注
意
せ
る
親
方
の
中
^
は
ノ
徒
弟
^
土
地
を
貸
し
種
子
肥
料
を
與
へ
て
、
徒
弟
が 

一
ロ 

の
一
定
の
仕
事
を
終
へ
：た
後
に
之
を
耕
作
せ
し
め
，其
の
收
獲
物
は
購
つ
て
や
4
、
以
て
徙
弟
^
自
6
働
く
之
ビ
を
習 

熱
せ
も
め
其
の
將
來
に
就
て
關
心
を
示
し
た
者
も
あ
つ
た
。(

8〕

乍
併
斯
の
如
&
は

例

外

稱

す

べ

さ

も

の

で

あ 

.つ
て
、；
殆
ゼ
總
イ
の
徙
弟
は
全
く
放
®
さ
れ
顧
み
ら
れ
る
^M

ろ
が
な
か
.つ
尨
の
で
あ
る
。
'
:已
^

&
が
：名
狀
態
に
て 

有
爲
な
る
ベ
&
靑
年
期
を
徙
'«
し
、
縣
^
社
脅
^
直
面
し
作
時
'の
彼
等
の
_

惑

は

想

，
像

以

上

，
で

.

あ
ら
ぅ
。：：
加
之
な
ら 

:ず
.フ
ビ
;?
>
す
ー
れ
ば
易
&

^
那

か

/i
^
す
：る
傾
向V

長
&
束
縛
期
間
中
の
習
性
ど
は
、
愛
妃
徒
弟
.年
限
終
了
後
k
於
て
名 

尙
.其
の
生
を
營
ひ
に
當
つ
て
惰
姓
的
に
敎
區
に
支
持
を
求
め
し
め
：た
.：

N
r
t

は

何

等

奇

異

：
ど

す

；
ベ

多

で

^

ぅ
。
前
述
せ
石
如
<
確
加
^
此
の
現
激
は
敎
區
徒
弟
制
度
.施
行
の
目
的
ど
全
く
相
反
す
1る
^
の
で
あ
つ
た
^
云
は
ね

ば
な
ら
な
い
ゾ
.
.
. 

. 

「

：
、

,

：.'
«

:

.

.

.ゥ
ュ
ッ
ブ
の
云
ふ
强
制
_
度
の
ニ
特
徵
は
亦
該
制
度
^
特
有
な
弊
窖
の
源
泉
.で
あ
つ
た
ゃ
從
て
玆
^
結
果
せ
ざ
る
5: 

得
な
か
つ
た
弊
惡
を
燦
.め
る
に
は
、

一
八
三
三
年
デ
グ
ン
シ
ァ
敎
區
徙
弟
制
度
調
査
委
員
報
吿
^

云
ネ
が
如
く
？
徙 

弟
は
一
定
額
以
上
の
收
入
あ
る
者
に
限
つ
て
引
取
ち
し
む
る
之
^
、
徒
弟
虐
待
の
廉
R
ょ
6
罰
せ
ら
れ
た
親
方
が
苒 

度
徒
弟
仝
引
取
る
番
R
當
つ
た
時
は
、
' 徙
弟
を
引
取
ら
し
め
ず
^
十
磅
納
入
せ
し
め
る
^

ミ

ネ

其

の

.一

案

で

あ

ら

ぅ 

し
、
又
徒
弟
ど
3
れ
る
年
齡
を
高
め
る
^
同
時
に
仑
の
年
限
を
短
縮
す
る
^

^(

例
へ
ば
^
歲
か
ら
十
八
歲
凌
で)
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號

一

一

四

法
で
あ
ら
^

»

に
後
者
に
.あ
^
て
林
、
«
水
狀
屮
八
歲
以
後
に
於
て
：调
題

':
5
:
谎
起
オ
石
こ
ビ
が
多
か
り 

れ
''
:
:0素

>\
«

*
や
凍
馨
猢
間
の
長
|
乙
ど
艰
ず
親
改
雄
し
て
'似
激
で
役
奶
泣
,/
2
3
幼
兒
を
引
取
:-
5
^
^
士
铜
制
4
れ
る 

■•
0
で
あ
る
か
^
,
;役
來
立
つ
睡
1
で
別
さ
ヒ
処
ぱ
始
め
^
偾
は
れ
る
遒
理
戌
為
4
靈

-
>
:
^
漱
’

く
此
の
規
定
は
_
內
め
生
產
カ
^
比
し
汄
ロ
過
摘
^
來
す
Z
で
文
邋
趴
农
潙
政
家
が
^
結
婚
仝
遲
あ
す
き
的
を
以
て 

制
定
し
た
も
:0
で
■

::
6

>
,-
5

o(

u )

，
'
:
'
•

乍
併
棄
渚
の
眞
意
は
孰
取
^
せ
は
事
實
代
於
て
徒
弟
は
妗
長
觉
る
^
從
ひ
自 

ち
進
.
,ざ
る
勞
働
k
對
し
て
木
滿
を
生
じ
、
此
の
境
遇
を
脫
せ
ん
^
し
て
積
極
的
に
非
行
を
以
て
親
方
ド
對
抗
し
或 

は

消

極

；
策

を

.
採

つ

，
て
：
.

亡
し
れ
の
で
あ
る
。
：昼

1
述
^
如
パ
雜
弟
が
殆
^

無
知
矽
裡
は
成
年
期
に
.

1
る
；る 

の
將
來
の
處
世
上
甚
戈
危
險
で
あ
る
.又
ど
淋
运
ふ
迄
^
:靠
べ
、
是
等
の
弊
惡
：を
矯
あ
德
的
美
點
を
齎
3
次
が
爲
：め
^
、
 

徙
弟
解
除
期
を
.早
^>
る

^
^
.
は

ニ 

：
策

.

で
あ
0

^

。

.：：. 

^

:
:
',
:
:
: 

“.:
;」

>

.'」「

.

：

'
乍
併
是
等
は
.猶
て
い
は
ヾ
ま
㈣
的
敢
革
で
：あ
名
。
'*
本
^
觸
れ
す
1
Uて
制
度
が
弊
替
を
.JH
3

4

す̂
る
は
：難
い
^
. 

沄
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
.
*
の
根
本V

は
何
を
指
す
か
に
就
て
は
姑
べ
ズ
、を
舍
さ
、
次
節
^
任
意
的
敎
區
徒
•弟
制
度
を
瞥 

見
し
ょ
ぅ
0
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'

:
任
盘
的
敎
區
徙
弟
制
度
は
其
の
形
式
に
.於
て
普
通
一
般
め
維
涕
契
狗
ヤ
3
し
て
變
6
は
な
い
。
即
ち
後
者
^
於
て 

親
が
其
の
.子
供
^
將
來
の
生
活
手
段
を
®
得
せ
し
あ
ん
が
爲
め
如
.禅
親
方
取
對
し
て
金
錢
的
負
檐
t
外
：辭
せ
农
い
の
■ 

で
あ

る

^

泛
ど
同
じ
く
前
者
尺
あ
つ
.て
は
‘敎
庳
委
属
及
び
貧
民
濫
督
は
謝
禮
を
附
心
ズ
貧
民
の

.

^
童
^
徙
弟
た
ら 

し
め
る
の
で
あ
る
。
；.而
し
て
此
め
敎
區
の
.負
擔
す
多
謝
禮
金
顧
は
教
區
に
ょ
ぅ
、
' 證

词

デ

敎

區

R
あ
.

C
V

て
も
徙
弟 

に
ょ
つ
'て
異
.つ
て
ゐ
た
^
:
,概
し
て
云
へ
；ば
農
村
敎
摄
奶
論
禮
は
都
會
敎
«
の
浹
奶
ょ
{
小
顧
で
亦
#

た
。
例
れ
：ぼ
. 

囉
者
冲
革
麟
乃
至：

十

磅

-.
K
對
す
：，る
.

1
1

磅
乃
き
1

1

の
如
-'
&
で
あ
る
。
鉍

何
な
る
®

^
於
て
.異
ス
か
^
激
て
：特
ド
徒
弟
自
身
來
關
す
る
も
§
:
の
4

;?
:
摘
|2
破
办
ば
げ
第
.一
k
;
親

方

め

選

擇

、

：：.

第
 

ニ
化
は
被
等
を
.着

，农
:&
し
む
名
雨
'#
潘
者
.の
眞
意
.
の
：
ニ
.

點
^
於
て
.其
の
相
違
を
見
出
す
の
で
あ
樂
タ
，
¥
^
^

1

六
九
一
年
の
法
.令

(

.
3，
_
1
^
.
:
1
1
1
‘
6

，：'，

00
.

>

&;,
a
:ぅ
正
式
:^
製
約
^
れ
^
徒
弟
位
*

の
逢
方
0
屬
す 

る
敎
區
に
定
柱
す
る
每
茗
ぶ
攻
^

-?〕

：
即

ち

敎

：
區

%

局

者

が

.：
、
他

の

敎

區

杖

居

¥

译

親

方

.
^

 ̂

t

ど

を

承
！
！

す

.
る

も.■の
.
を

見

出

せ

ば

：
、
：.
：
其

の

：
敎

®

は

徙

弟

^
負

擔

;t
免
れ
#
る
の
^
あ
^
ザ

'#
#
.

が
'#
敎
區
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第
二
十
.四

卷

C

一
 
八..一

八)

英
蘭
敎
區
徒
弟
剩
度
管
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第
十
；
一

號

一

一

六

の
親
方
の
下

^

少
く
ミ
冬
四
十
日
住
込
め
ば
、.

其

：の

徒

弟

維

持

の

負

檐

.

を

免

れ.

る
め
み
な
ら
ず
、
腺
が

.

徒

弟

：た

る

之
 

ど
を
終
へ

#

後
の
生
活
維
持

^

對
し
て
も

、
へ
更̂

將
來
被
の

?

べ
き
妻
ゃ
子
供
に
對
す
る
負
擔
か：

ら
4

解
か
れ
る 

の

で

あ

：る

。
こ

の
.
.

M

ど
は
敎
區
當
局
者
及
び
救
貧
稅
納
入
者
に
ど
つ
て
好
都
合
で
あ
つ
た
，Z
ヰ
は
去
ふ

^

^

な
い
。 

こ
の
爲
め
，^

敎
區
當
局
者
は
他
敎
區
化

«

住
す

.

る
親
方
を
求
め
る
こ
ど
に
努
め
る
: ^

至
0

た
。
貧
民
の
兒
童
を
徒
弟 

た
ら
し

^

る
に
當

6

敎
區
當
局
者
の
最
も
注
意
を
拂
ふ
こ

.

ど
は
親
方

.

の
如
何
、
一
職
業
の
如
何
で
は
な
く r

其
の
親
方 

が
他
の
敎
區

R

居
住
す
る
か
否
か
の一

事
.

で
あ
づ
た
。9

>

該
兒
童

k

就
て
將
來

.

.の
責
任
を

.

解

か

れ
7 1

が
爲
め
に
敎 

.

區
當
局
者
は
努
力
し
た
：の
で
あ
つ
て
、
：彼
に
職
業
：上
の
訓
練
を
與
ヘ
る

.V
J

I
K

ふ
該
制
度
の
本
來
：の
趣
旨
は
全
く
閑
却 

3

れ
て
じ
爻
つ
た
の
で
あ
る
。.

而
し
て
此
：の
場
合
親
方

^

兒
童
を
引
取
る
ミ
ヒ
を
强
制
出
來
な

.

い>

故

^
そ
の
誘
因 

V」

し
て
謝
禮
が
與
へ
ら
れ
：た
の
で
あ
る
。
乍
併
此
の
方
策
は
何
れ
の
敎
區
も
行
つ
た
の
で
あ
る
か
ら
，

V

縦
令
自
己
の 

敎
區
：の
兒
童
を
他
の
敎
區
に
於
で
徒
弟
た
ら
し
め
、
之
：の
乙
ど
が
利
益
で
あ
る

^

し
た
處
で
、
：之

^

同
時
^
他
の
敎 

區
の
兒
童
が
自
己
の
敎

.

區
に
流
入
し
，來
タ
、
斯
く
し
て
其
め
利
益
は
相
殺

^

れ
る
こ
ビ

k

な
る
。o

>

,
加

之

な

ら

ず
 

此
の
結
果
は
該
制
度
に
最
大
の
暗
影
を
投
じ
た
の
で
あ
る
。

敎
區
徙
弟
制
度
の
實
際
的
効
果
は
兒
童
の
習
得
す
5
訓
練
の
質
徹
に
«

#
す
る
。
强
制
的
敎
M -
徒
弟
制
度
の
下
に 

於
て
之
の
望
ま
れ
なS

 

は
旣
に
述
べ
た
處
：で
あ
る
。
然
ら
ば
第
二
の
任
意
的
制
度
の
下
^
於
て
は
奈
时
。
若
し 

同
ー
敎
邋
內
に
住
ひ
親
方
の
下
に
住
込
ま
し
め
&
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
縱
令
實
際
行
.は

れ

.た

か

否

か

は

別

V
J

しV
、 

ど
^
か
ぐ
敎
區
委
員
な
6
貧
民
監
督
な
办
は
敎
區
徒
弟
を
監
督
す
る
乙v

が
出
來
た
で
あ
ら
ぅ
：。
然

る

に一

度
謝
禮 

が
支
拂
は
れ
兒
萤
が
他
敎
區
の
親
方
の
手
に
渡
さ
れ
れ
ば
、
其
の
先
は
如
何
な

o
か

は

何
人
も
探

ね

る
ど
こ
ろ
で
な

ぐ
從
て
全
然
不
詳
で
あ
.る
。.
殊
に
兒
童
が
遠
隔
の
敎
區
R
や
ら
れ
れ
場
合
此
の
'こ
S
は
當
然
惹
を
®

3
れ
る
。
而
し 

て
敎
區
當
局
者
も
.、
ヤ
度
其
の
徙
弟
を
他
^
定
.住
3
せ
て
し
ま
へ
.ば
其
.の
，將
來
R
就
.
.て
'は

責

任

な

く

，、
他

方

親

方

も

單 

k
謝
禮
金
额
を
得
ん
が
爲
め
に
の
み
多
擻
の
徙
弟
を
⑴
取
っ
だ
の
で
あ
る
時
は
、
'彼
等
の
生
活

^

就
て
は
何
等
考
慮 

す
る
ビ
こ
ろ
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
?
ソ

彼

等

^
職
業
上
の
訓
練
を
與
'ふ
る
が
如
き
>
5

」

は
最
初
か
.ら
意
圖
3
れ 

て
ゐ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
縱
令
之
に
反
し
て
謝
禮
5:
受
く
-る
^

^

は
第
二
.の
問
題
ど
し
た
親
方
に
ょ
っ
て
引
取
ら 

れ
忆
ど
し
て
も
、
果
し
て
徒
弟
が
正
常
な
訓
練
を
受
け
る
か
否
が
は
就
'
は̂
全
ぐ
親
方
の
意
風
^
ょ
っ
て
左
右
せ
ら 

れ
る
.の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
乙
€
は
又
凡
て
.の
親
方
^
對
し
て
期
待
し
得
る
ミ
^
で
は
な
い
。
即
ち
任
意
的
敎
區
徙 

弟
制
度
の
下
^
於
て
も
訓
練
の
貫
徹
は
保
證
せ
ら
れ
な
か
っ
た
の
'で
あ
る
。
‘た

Y
後
述
す
る
如
く
農
業
に
於
け
る
任 

意
的
敎
區
徙
弟
は
此
の
例
外
で
あ
っ
+た
。
. 

* 
’

一
六
九
一
年
の
法
令
を
各
敎
區
當
局
者
は
地
方
的
利
番
に
基
い
.て
解
釋
し
、
.其
の
，結
果
敎
區
徙
弟
制
度
設
置
の
眞 

意
は
全
く
無
視
さ
れ
て
終
っ
た
-
乙
の
M

e
は
救
貧
法
施
行
上
の.一

大
缺
陷
た
6
し
中
央
統
制
機
關
の
缺
如
に
歸
す

Z
ビ

が

出
來
る
。
即
ち
へ
ゾ
リ
イ
•
フ
イ
ル
デ
ィ

ン
グ
の
云
ふ《 o

n
e

 

m
i
s
t
a
k
e

.

..that 

the 

legislature 

has 

left

the 

w
h
o
l
e

 

w
o
r
k

 

to 

the 

overseers.

こ
に
發
す
る
も
の
で
あ
る
。0

®
)

十
七
他
紀
^
於
け
る
個
人
的
政
麻
の
破
壞 

R
其
の
端
緖
を
有
す
る
救
貧
制
度
の
根
本
的
弊
害
分)

た
る
中
央
政
府
の
統
制
が
完
全
に
行
は
れ
な
か
っ
た
乙

ビ 

は
、
爱
に
救
貧
法
の
施
行
、
從
っ
て
敎
區
徙
弟
制
度
の
蓮
用
を
地
方
的
の
も
の
た
ら
し
め
、
ひ
い
て
は
敎
區
當
局
者 

の
誤
れ
る
解
釋
枣
矯
正
す
る
こ
^
を
得
ざ
る
k
至
ら
し
め
た
の
で
あ
る
。
：

(

1
ン 

w
e
b
b
'
o
p
.

 

c
i
r

Pi, 

L. p. 

1.9
9
.
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‘槪
言

す

れ

ば

强

制

的

敎

區

徙

弟

は

農

村

敎

區

k
多

ぐ

、

任

意

的

敎

區

徙

弟

は

都

會

敎

區

k
多

い

。
.：從p

i

の

例

外 

を

形

づ

く

る

も

の

で

⑴

あ

る

が

、

任

意

的

敎

區

徒

弟

の

狀

態

に

瞥

見

を

與

ふ

る

に

際

b
先

ザ

農

業

.に
於

.け
る

も

の

K 

述

べ

.、

.次

^
は

都

會

に

於

げ

る

說

區

徙

弟

を

檢

し

最

後

^
大

量

輸

送

3

れ

た

彼

等

の

姿

を

見

ょ

ぅ

。

若

し

徙

祐

制

度
?:
-

仑

の

目

的

が

ら

分

つ

て
 

a
p
p
r
s
t
i
c
e
s
h

 
一
 p

 

for 

education 

ど 

atpprenticeshfp 

for 

l
abour 

vj 

R
爲
し
得
る
ビ
せ
ば
、
農
業
に
於
げ
る
任
意
的
敎
區
徙
弟
は
後
者
^
屬
す
5:
。
農
業
^
於
け
る
强
制
的
の
会
れ
狀
弊 

#
を
齋
し
所
期
の
目
的
?-
全
ぐ
相
背
馳
じ
た
に
反
し
、
任
意
时
徙
弟
は
他
の
農
_
見
量
の
麗
僻
さ
る
る
も
の
^
比
し 

3
し
て
®
し
&
窮
迫
^
も
會
せ
ず
、
.又
結
果
が
ら
見
て
敎
區
徙
族
称
度
_
歡
ゆ
0'
隊
に
も
叶
ぶ
6
^
匕
な
つ
た
の
で 

あ
る
。
任
露
制
度
の
特
徴
の 

一
e

し

て

謝
© '

が
親
方
^

支
怫
汍
ル
る
が
^
は
前
漩
し
た
？
然
ふ
.ゆ
徵
業
ば
於
げ
る 

該
徙
弟
は
其
の
近
隣
の
農
業
者
k
引
取
ら
る
る
際
、‘彼
等
.の
有
す
る
勞
働
カ
を
目
的
?£
し
て
契
約
^
れ
た
が
で
あ
る
。 

素
"
任
意
的
敎
區
徙
弟
制
度
の
下
^

於
て
ば
、吣
の
.兒
童
が
.资
働
カ
ぞ
目
的
ビ

し

て

.
引
肷
る
'乙
..義

親

龙
'0'
亂
動
的
*
 

飲
の
本
漱
の
姿
で
^'
ら
う
。
然
る
に
不
幸
に
し
て
此
の
誘
'因
|^
き
吖
.膨
齡
的
於
け
か
SJ
が

_
作

厢

_
^
.
し

^

が

む

如

つ
た
.。
他
の
產
業
•殊
に
都
會
’に
於
け=

る
本

の

に
於
て
は
、
徒
弟
に
附
隨
す
る
謝
禮
，か
被
等
の
引
取
ら
る
る
原
因
で
あ 

を
Z
ど
.が
.多

が

；：つ

た0
で

あ

る

々

而

じ̂
此
■の
爲
め
k
.生

じ
^
弊
喪
が
後
述
f
る如識者の注目するろ

 ̂

な
：々
、：：練
て
敎
區
雄
弟
制
度
全
般
め
改
革
が
唱
べ
ら
る
る
紀
茧
づ
だ
の
で
あ
る
。

f
 

.
ノ
ぃ 

農
業
に
於
け
ざ
任
意
®

區
徙
弟
契
約
の對

#
%

兒
篝
の
勞
働
カ
で
あ
つ
た
乙

塞

癦
繁
期
に
於
て
或
“
ぽ
翁 

方
の
忙
し
5
時
化
於
て
、
'彼
#

徙
弟E

過
激
な
勞
働
を
課
せ
.し
め
尨
。
' 乍
併
も
の
ミ
运
は
六
歲
七
歲
八
歲
k
.し
て
農 

場
化
癌
馓
3
れ
又
は
其
の
親
の
仕
事
の
竽
助
け
を
す
、る」一

般
兒
.童

勞

僧

の

狀

態

S
.

此
IX
セ

，、#

に

苛

酷

な

も

.の

セ

は 

な
が
つ
^
。C
1
0 

-
夂
不
況
時
把
は
食
物
も
衣
服
も
充
分
化
ば
與
べ
ら
れ
.な

が

：つ
だ;-
9
0

^

艘
勞
働
者
の
見
童
g
雖 

も
此
の
點
^
於

て

：は

何

等

異

攻

：を

己

：ろ

は

な

く

ジ

.s

f

M

て

徙

第

：尨S
ぎ

各
.農

村
.の

兒

童
^
々

«

意

的

敎

區

徙 

弟
も
い
其
の
生
活
，
勞
修
狀
態
^
殆

岔

楚

は

な

：か
：つ

た

.の

で

あ

る

。
’
.一
而
し
て‘此

の

蓰

弟

期

間

に«

#
せ

忒

技

雜

は> 

彼
等
徒
弟
が
其
：の
年
期
を
終i

へ
た
後

，'
農
業
勞
働
者
贫
じ
.て
生
を
.營
む
^
廹
谷
％
:の
..で
あ
'つ
，た
^'
'-
2
ぢ
邀
れ
比
^
ヴ 

^
農
業
^
於
け
：

る
.. a 

甚 

r'g
-
t
i
c
-̂
h
i
p 

for: 
二 a.bour:

は
？
*

aippr

n>>nticesHip 

for 

education 

 ̂
も
^' 

つ
た
お
S
を
«
る
：の
で
あ
^

。
即
も
敎
區
徒
弟
制
度
0
目

的

：は

達

：せ

ら
^
て
€

^
の
：で.あ
つ
：だ

：
'-
0
:
' '.”
が

a

, 

:• 

然
る
に
都
會
k

於

け

，
る

：
任

意

的

敎

.

區
徙
.弟
は
之
£
異
み
ザ
謂
ゆ
る
高
級
さ
目
せ
&
れ
父
腺
％
の
.多
：v>
;
職
業
は
.

(1

般 

勞
働
者
或
a ：
ぼ
相
當
な
親
芳
.の
子
弟
に
1
づ
セ
占
^

k
れ
、''
'
'■貧
民
め
兒
莖
ば
收
入
の
少
い
職
業
代
の
み
其
.の
途
が
開 

か
れV

.

ぬ
た
。其
の
.結
果
斯
の
.如

さ

職

業

ほ

：必

要

勞

働

量

以

上

み

從

_

®
有
す
务
¥

(£
ざ
私
ダ
、縱
令
徙
敢
が
其
办 

技
術
を
完
圣
^
習
得
し
其
の
年
.期
5:
滿
足
^
仕
遂
げ
/2
尽
乙
：
々

で

、
.
尙
櫞
に
生
訐
維
持
費
^
獲

得

じ

得

る

^

過

ぎ

な 

か
^

^
の
で
.あ
る
ゃ
.
.此
の
敎
區
徙
弟
が
向
.け
ら
れ
.た
職
業
^
は
-.

第
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第

十
•

■號

-
~
5 

3
p
k
n»
r,
na.
re
cn
s
'm

a
k
e
r,  

p
rin

te
r,  

S
Ilo

-o
Bp
lcr
T, 
cprpe
ator, 

tsilo
r,  

b
u
tch

e
ry  

m
alntuaK

 m
a
k
cry  

3
a
n

tl

n)fn
p

k
cr  

g
in

g
e
r  

:b
re

a
d

 

m
a
k
e
r,

ぐ jE
ra

se
w

o
rk

:  k
n

ftte
r,.  .m

ilk

 

se
lle

r,  

b
u

tto
n

'-m
o

u
ld

-'',.m
aker;/

等
で
^

ov.、

，又 

s
g

u
t

 

sp
in

tlin
g

,
や

d
lim

n
e

y
;  sw

e
e
p

 

:の

如

さ

不

快

な

性
«

の.
も
の
，で
あ
つ
た
。贺
^

，後

者

は

木

潔

、

卑

賤

な

1»
.業

で

あ 

る

爲

め

敎

區

徙

弟

以

外

に

は

殆

で

是

等

に

勞

働

釔

供

給

す

る

も

の

は

な

：か
.ひ

« :
^
い
：
つ

て
ょ
v>
で
あ
ら
ぅ
。

.

前
述
の

如
く
敎
區
徙
弟
制
.度
は
貧
民
の
兒
童
を
し
て
#

時
か
£>
'
自
立
>冷
せ
、ト

-a
つ
；其

?>
幾
修§

報
償
ビ

し

て
生
S
 

を
維
持
せ
し
ひ
る
限
6 

k於
て
有
効
で
あ
石
。然
る
^
他
敎
.區

の

：親

方

の

卞̂
徙

弟

れ

ら

し̂

ら
る
る
憤
行
は
、其
の 

親
方
.が
果
し
て
徒
弟
に
職
業
上
の
_

練
を
與
ふ
.る
や
又
生
活
必
要
品
を
支
給
ず
.る
.や
^
就
て
，保
.證
を
與
ふ
る
も
.の
で 

は
な
か
つ
た
。
否
、
ぃ
_

^
對
す
る
保
證
を
與
へ
ざ
：る
の
み
^

ih
ま
ら
ず
却
0
て
.親
方
か
ら
虐
待
を
受
け
る
Z
ど
が 

多
か
つ
た
の
で
あ
.る
。
即
ち
此
の
.徙
弟
契
.約

の

締

結

せ

ら

る

る

、際

に

徒

弟

I

人
^
就

さ

齋

何

の

謝

禮

金

額

の

附

せ

、ら 

る

る
z 

は

、

仕

事̂

な

く
.生

活

資

料

も

な.さ

場

合

の

親

方

を

，し

て

被

.等

を
.引

取

ら
.し

む

を

事

實5:
惹

起
.し

、;此
_
の 

慣

行

は

亦

徙

弟R
對

す

る

：雇

待

を

必

然
.な
ら
し
.
.め
た
.の
.で
あ0

た
o
徒
弟
^
對
す
る
虜
待
は
必
嚣
上
0 .
震

が

如
 

■へ

ら

る

るi

を
の
み
云
ふ
の
で
は
な
い
。
食
物
の
不
足
、
.詹

の

不

備

、.
衣
服
を
支
給
せ
ざ
る
K

は
云
ふ
迄
も 

な
く
、V

徙
弟
の
所
有
す
る
物
品
ま
で
'質
に
入
れ
.る
Z
^
す
^
行
は
れ
た
の
で
あ
る
。
是
れ
に
就V

:

ド
.ロ
：̂

ィV

デ
ョ
ォ 

デ
は
云
ふ
、「

T

般
k
敎
育
な
く
飲
酒
癖
が
普
及
し
：住
®
狀

態

は

劣

寒

で

あ

ぅ

且

つ

暴

カ

寐

橫

の

時

代

化

於

て

：、

M
M
. 

の

勞

働
^
ょ
つ
て
利
潤
を
得
ん
こ
ヒ
紅
望
む
親
方
^

#
等
兒
童
を
託
す
る
ミ
.
^
は
決
し
て
徙
涕
を
敎
育
す
る
途
で
は 

な

い

彼

等

徒

#*
ヵ
01
落
.し
^
の
は
當
終
で
あ
つ
.1
:
、
寧
ろ
*

の
.^:
^
は
善
良
R
成
..長
し
^
*.
の7P.

あ
る
.、、

」

い
ふ
Z 

ど

の

方

が

奇

異

ビ

す

べ

.& で
あ

る」

ど

。
OV':..
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親
方
の
虎
待
に
よ
っ
て
徒
弟
が
、
又
徒
弟
の
非
行
k
よ
.っ
て
親
方
が
"
敎
區
徙
弟
®
約
を
解
除
す
る
手
段
は
四
季 

裁
判
所
に
訴
へ
て
之
を
求
め
る
の
で
あ
っ
た
。
然
か
も
訴
へ
た
か
らV

J
V

必
ず
し
も
契
約
が
解
除
さ
れ
る
譯
け
で
は 

な
い
乙
ど
は
耽
に
述
べ
た
^
己
ろ
で
あ
る
。
而
し
て
又
親
方
は
徙
弟
の
懲
戒
を
求
め
る
乙
^
も
出
來
た
が
、
審
理
の 

結
果
徒
弟
が
懲
治
監
に
送
ら
れ
た
場
合
其
の
刑
罰
は
徒
弟
の
德
性
を
破
壊
す
る
こ
^
•か
尠
X
な
く
又
豫
期
に
反
し
て 

反
抗
精
神
を
有
せ
し
め
る
こ
^
に
な
っ
た
。
此
の
爲
め
R
親
方
が
可
成
办
の
程
度
ま
で
徒
弟
の
非
行
を
忍
ぶ
乙
^
も 

行
は
れ
た
の
で
あ
る
。
乍
併
他
方
徒
弟
侧
^
於
て
は
事
實
に
於
て
、
訴
へ
る
こ
>

」

す
ら
容
易
で
な
か
っ
た
。
蓋
し
此 

の
方
法
の
存
在
す
る
乙
ど
を
知
つ
て
ゐ
た
ど
乙
ろ
で
、
之
に
要
す
る
费
用
、
更
に
勇
氣
を
有
し
な
か
つ
た
か
ら
で
あ 

る
。
從
て
親
方
及
び
徒
弟
の
雙
方
^
契
約
解
除
を
求
0
る
途
が
開
け
て
ゐ
た
ミ
い
ふ
こ
^
は
、
兩
者
平
等
に
此
の
方 

法
を
實
際
利
用
し
得
た
ど
云
ふ
乙VJ

に
は
な
ら
衣
い
の
で
あ
る
。
此
の
解
放
へ
の
大
道
を
濶
步
す
る
乙
^
を
得
な
い 

徙
弟
は
、
其
の
®
境
よ
6
逃
避
す
る
^
消
極
的
手
段
を
採
っ
た
ど
:̂

が
多
い
。
親
方
の
下
か
ら
逃
亡
す
る
こ
^
が
是 

れ
.で
あ
此
の
手
段
が
不
幸
な
彼
等
にV

J

っ
て
採
6
得
る
殆
ざ
唯
一
の
拢
徑
で
あ
っ
た
。
又
親
方
侧
で
も
徒
弟
の 

悪
癖
を
矯
正
し
よ
ぅ
？
は
せ
ず
故
#
、に
虐
待
し
て
徒
弟
の
逃
亡
を
期
待
す
る
者
が
尠
く
な
か
っ
た
。
蓋
し
親
方
^
し 

て
は
謝
禮
を
受
け
て
し
ま
へ
ば
兒
童
を
追
ひ
放
っ
た
方
が
利
益
だ
か
ら
で
あ
る
。9
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:
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ビ
ン
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敎
區
徙
弟
の
逃
亡
の
.多
か
っ
た
他
の
.原
因
は
徙
茁
期
間
の
長
い
乙

S

ぁ
^

此
の
^v

は
旣
に
.

T

言
し
た
が
、
. 

親
方
は
當
初
謝
禮
を
受
取
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
6
又
其
の
後
數
年
間
親
方
の
爲
め
k
働
い
て
ゐ
•る
の
で
あ
る
か
ら
、
徙 

弟
に
ビ
っ
て
は
親
方
に
對
し
て
感
謝
の
念
は
殆
ざ
無
く
束
轉
3
れ
て
ゐ
る
^
過
ぎ
な
い
バ
ふ
而
し
て
女
兒
の
場
合 

に

は

早
婚
に
よ

6
此
の
束
縛
を
逃
れ
る
者
も
可
成
6
あ0

た
が
.、C=0〕

，

J9
兒
に
し
て
も
女
兒
f c

し
て
も
大
多
數
は
逃 
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亡
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丰
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ぁ

っ

たo
徒

弟
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：殆

ざ

例

外

な

し
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墮

落

へ
..の

第
‘ー.步
5"
意

味

す

る

。
ぃ
飢
餓
に
’迫 

ら

れ

又

彼

等

を

繞

る

誘

惑

の

網
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捕
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f

ら
れ
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線
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雄

た

る
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パ
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要

す

る̂

任
意
的
敎
M
徙
弟
制
度
本
纔
k
農
村
^
行
ば
れ
た
も
の
を
除
犬
多
數
ば
該
制
度
設
置
の
目
的 

を
達
せ
ず
、-
.徙
ら
^
弊
害
の
み
を
生
ぜ
じ
め
た
の
ヤ
ぁ
ヴ
挖
汸
乍
併
尙
雜
弟
制
度
を
兒
童
訓
練
の
唯
:

の
道
ど
极
淄 

せ
る
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般
輿
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任
意
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.る
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强

制
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1六
九
也
年
商
務
局
の
調
蜜
、?-
>
、I

七
三
ニ
年
-̂
刊

行

3

れ

た>:
^
^

&

&

^

^

^
わ

^

ま

_

。
^
^
, 

’の 

箸
者
、.又
は
ブ
チ
ャ
ァ
ド
•
バ
オ
：

V
、

,ゥ
ィ
丨
も4 

• 

Y.

イ
リ
イ
、
卜
オ
バ
容
.'ス
‘ 

7

^

^

\

_

(0
;!
^

雜

、
览

ゅ

1
'
乜

四

七

电

0;
法

^
0
^
>。を
|̂
:
刍
、へ
敫
»
徙
第
の
霞
れ
'る
悲
惨
^:
注
意
が
向
け
ら
れ
输
め
|2
の
は
十
八
敗
紀
ぞ
伞
ば
ゼ
遛
芰
て
か
ら
で 

、あ
'つ
だ
。
貧
時
敗
|善
家̂

,
:

;

し
で
名
聲
办
_
和
つ
だ〗

ジ
.ョ
ォ
，ナ
ス
•
ぐ

ジ

.ゥ

ラ

チ

^
. ロ
.

ゾ

is
於
け
^

貧

^

の

狀

態

を 

調
赍
，

a
.

叉
棄
兒
鮝
青
隞
R
關
懷
し
^

ゐ
る

_

^'
V
,
勢
.a
敎
區
徒
弟
の
狀
態
に
接
觸
す
至

.0
:每
，；而

1>
:

て
該
制
度 

の
塞
を
目
擊
し
把
_
は
.徙
弟
が
*
ぎ
束
轉
期
間
に
對
じ
.て
.挪
戰
t
、
t
3 

0
7
-

染
の
葵
力
#

1' 

■七
六
^
年
^
法
令
-
f 

G
eo-
.
•白

.；？

X
、

3VO
'.)

が
な
つ
て
現
は 

，ノン

ゥ

ヱ
ィ
の
目
1
て

absurd 

tyrannical 

s
y
s
t
e
m
s

做
す

能
弟
晴
,
は
此
の
、法
..令
に
：X
:つv

七
年
間
文
.は
ニ
十
.

I

寒
^;
達
ず
か
ま
で
_
.
_め
^
作
ね
.。
、
此
：
の

激

定

ぼ

ょ

つ

.
て
他 

の

妒

が
.の
^

®
蚀

賞
.か

れ
^

印f

知

を

想
-戚

め

向

法

は*

今

徙

弟

め»
禮

墘

四
_

「

裹

以
.下
#

^

又
該
金
額
知
契
驗
ゼ
龜
間
0:
:

に
芈
_
名
文
拂
び
三
年
_
,
.せ
る
#
に

騰

亀

支

雜

^

に
麻
ゥ
f
繼
勝
を
好
泰
す
令
ひ
.ど
.は
結
局
_
方
R
ぜ
.つ
.^:
#
.利
？
* ；
ふ
！
|
:げ
^
あ
#
於
、
共
の
'効
果
は
之
?:
疑
問
€ 

5:
!

^
け
れ
ば
な
ら
な
い
.。
.蓋
じ
録
に
生
じ
.た
大
な
る
謝
禮
ば
、
春
方
^
じ
で
之
^
*:
眼
灰
^

i
^v
fe
晴
ふ
が
燥
め
命 

あ
办
":
又
其
0:
;
举
_
保
澈
が
柴
ば
て
當
時
，の
_
區
當
局
者
，の
激
泰
す
る
e
を
ろ
が
^
令
た
が
疑
問
ぞ
云
ば
ね
ぼ
忿
6
 

ぬ
が
ら
で
知
る
^

&

’
"

_

^
此
め
後
—
七
乜
八
年
'
.
1七
九
3
年
"

•
l
^
.
i
l

牟
k'
.

徒が着形ざれ把
 

が
，

4
也
六
七
年
の
#:
敗
期
間
短
縮
の
-
項
^
除
き
、
、孰
.れ
"も
姑
胤
あ
#
段
挺
ふ
を
愈
れ
^
^
:
就®'
徒

弟

制

度

の

弊
 

播
に
鄴
し
て
赛
而
的
糊
塗
を
施
す
も
の
に
觀
妒
あ
か
タ
だ
^

^
Q:
v
過
|ー1

ば
ぬ
い
0,
.乍
併
其
办
効
莱
ぱ
皮
相
附
改 

善
で
紅
り
た
^
部
r
、
‘是
寧
の
立
法
の
皆
後
抝
は
眞
_
贫
る
社
會
改
革
論
者
0
努
ガ
が
潜
ん
で
病
レ
.
^
む
ヒ
忘
れ
て 

は
な
ら
*S

 

o
貧
民
の
话
童
の
.屉
傭
に
關
し
て
"の
輿
論
を
_
起
や
旅
_
梦
め
泡
吹
革
論
者
：ゆ
金
張
ば
亦
薄
の
根 

飾
^

»
濟
社
會
の
變
化
に
置
<-
'
;も
の
で
あ
が
け
れ
^
、'
此
の
柳
關
係
及
び
其
の
事
實
^
就
て
は
猶
略
す
る
。
た
<
生 

第il

十

四

卷

(

ー
八
ニ
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英
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敎
羅
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管
，見 

第

.十

.5

亡

--
'
コー



笫H

十

四

卷
2

八
ニ
六

)

英
蘭
敎
'區
徙
弟
制
度
管
見

 

第
i

gl1

ニ
四

產
方
法
の
變
化
が
齎
し
た
敎
區
徒
弟
べ
の
影
響
を
瞥
見
す
る
に
北
め
る
。
‘;-

”
.敎
區
徙
弟
の
實
情
^
就
て
の
知
識
ば
、
.
十
八
仳
紀
未
に
至
6

漸
次
社
會
事
情
：の
：：知
_
.の
.增
加
ミ
*
扠

普

及

せ

.ら

る 

る
に
.至
多
、
該
制
度
の
弊
害
に
就
て
の
社
會
的
覺
醒
は
立
法
上
の
改
革
|

そ

れ

が

前

姬

の

如

&

効

果

の

少

な

い

も 

の

で

あ

っ

た̂

せ

よ
|

を

齎

し

之ビ
相
前
後
し
て
行
既
上
の
改
革
%
亦
行
は
れ
た
の
で
あ
0(

た
。”
悲
し
か
ベ
ぎ
長 

さ
經
驗
は
.、
親
方
の
選
擇
に
注
意
.が
必
'荽
で
あ
6-
.こVJ..

を
敎
へ
た
.。
爲
め
k
敎
區
に
よ
っ
.で
は
地
方
令
を
制
定
し
て
.親
. 

方
.を
見
付
け
る
仕
事
を
敎
區
委
員
及
び
貧
民
監
督
の
手
よ
ぅ
取
上
げ
之
を
他
に
S
し
、
.漱
«;
兒
» .
:
>か
べ
|
歲

乃

至

十

四 

歲
R
達
す
る
•迄
某
礎
的
敎
育
を
與
へ
、
.親
方
化
る
i

の
?:
調

査

し

て

|
‘ヶ
.月
の
：.目
見
得
の
後
に
始
め
.
て

：
契

^

す

る

手
 

段
を
採
っ
た
。
<
6 

)

.或
は
一 

'七
八
四
年
パ
：ァ
シ
‘ゥ
ァ
グ
の
«
査
^
迪
い
て
マ
ン
チ
み
ス
..％

ァ
の
地
方
長
官
が
、夜
寒
又
は 

I

日
十
時
間
以
上
の
勞
働
を
課
す
エ
場
^
は
敎
區
徒
弟
契
約
5:
:
許
可
.せ
ざ
る
決
議
5:
:
爲
せ
る
如
$
も
鸯
れ
で
あ
る
0
. 

?
>
然
か
も
是
等
社
會
改
革
論
者
、
地
方
長
宵
、若
干
の
敎
區
委
員
の
主
張
、，：從
て
輿
論
の
.變
化
、
.立
法
及
.び
行
政
上 

の
變
化
の
間
に
あ
っ
て
、
敎
區
徒
弟
の
悲
慘
な
る
狀
態
.が
新
：た
に
1
般
公
共
め
耳
目
を
峙
な
し
^

る
^

至
'
っ
た
0:
大 

都

食

の

授

產

所

か

ら

北

部

地

方

の

木

綿

エ

場

^
大
量
輸
送
さ
れ
た
徙
弟
：の
狀
態
が
是
れ
で
あ
る
.
？

'
即
ち
任
意
的
敎
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ニ
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れ
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造
業
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は
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而
し
て
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も
欣
然V
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し
て
應
じ
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も
の
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敎
區
當
局
者
で
あ
っ
れ
。
蓋 

し
旣
述
の
如
く
敎
區
當
周
者
は
其
の
兒
童
を
手
放
す
乙
ビ
を
望
ん
で
止
.爻
な
$
か
ら
で
あ
る
。
.'如
之
な
ら
ず
製
造
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者
ょ
謝
禮
を
請
求
し
な
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の
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あ
る
か
ら
、
此
の
屮
込
は
敎
區
當
局
者
にV

J

つ
て
は
洵
に
"go

d
s
e
n
d

 
,
で
あ
つ
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云
へ
ょ
ぅ
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斯
く
て
大
量
輸
送
3
れ
た
敎
區
徒
弟
が
如
何
な
る
勞
働
條
件
の
下
に
あ
っ
た
か
に
就
て
は
妓
に 

述
'、

/

る
迄
も
な
い
で
あ
ら
ぅ
。
其
處
^
生
じ
た
弊
密
は
い
は
<
集
刚
的
の
も
の
で
あ
る
だ
け
^
人
々
の
注
意
を
惹
さ 

H
勿
く
、
自
巾
放
任
論
の
普
及
^
ょ
っ
て
立
法
的
干
涉
を
非
^
せ
ら
れ
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代
な
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^
も
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ら
ず
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八
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制
定
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見
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た
の
で
あ
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。
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ゆ
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口
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•
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ル
の
法
令
は
敎
區
徙
弟
^
對
す
5
保
護
法
で
あ
る
^
同
.時
^
亦
十
九
世
紀
に
於
け
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エ
揚
法
に
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初
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一
步
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進
め
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も
の
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あ
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.た
。
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史
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あ
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あ
っ
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弟
狀
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の
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徙
弟
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ね
兒
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働
狀
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あ
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條
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あ
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反
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介
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一
八
一
五
年
の
乎
和
^
復
後
英
_
を
擊
っ
^

不
观
が
^

':
«
せ
''
;*
っ
卞
、敎
^

^

制̂
^

^
新
た
^
弊
善
が
生
じ
た
。 

即
ち
此
の
不
況
に
ょ
つV

.

勞
働
に
對
す
る
需
要
は
減
少
：し
^
§
.
で

あ

り

次

が>,
:
>
:
兒

童

勞

働

者

の

奪

猶

ビ

じ

允

敎

彼

徙
 

弟
も
亦
此
の
例
.
外

た

：
：る

：
も

：
の

*

ほ

^
い
^

の

爲

め

^

兒

童'5
:
手
放
^
ん
：ど
欲
す
る
敎
奩
は
辱
多
«
の
謝
禮 

す
る
に
至C

V

た

::
'
°
此
の
場
合
最
も
影
響
を
蒙
る
の
は
獨
立
勞
働
者
の
兒
童
；で
あ
々
>
又

蹲

立

，
勞

働

考

で

あ

‘
る

,/
0

か
か
る 

敎
區
の
手
段
ビ
競
爭
し
得
ぬ
彼
等
は
、
：生
活
の
必
.：要
上
.其
の
兒
童
を
授
產
所
K
入

れ

、
，..以

冗

敎

區

の

手

を

經

て

之

を 

徒
弟
た
ら
し
め
る
窮
策
:?
:
採
る
の
止
ひ
な
さ
^
至
つ
た
^

I
V
.即
ち
.愛

妬

於

.^
勢
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a
u
p
e
r
i
s
m

は

增

大

：せ

ざ

る
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得
な
か
つ
.れ
の
で
あ
る
。
：
然
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も
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の
：pl

r
i
s
a

の
；增

大
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戚

源
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法
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定
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す

る
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。
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1
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貧
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定
k
內

在

し

て
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の

飱

あ

る

。
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リ
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产
の
同
法
に
.ょ
る
制
度
そ
の
も
の
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避
的
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等
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弟
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す
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虐
待
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獎
勵
し
て
ゐ
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で
あ
る
o
貧
民
傲
督
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貧

民

^

兒

童

を

徒

弟
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ら
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權

能
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權
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蓮
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敎

，
區

徙

弟

が

：
廢

^

れ
：
^

RP 

lo. 

v
i
c
r

。
，
^
.

)

を
以
て
救
貧
报
度
ど
定
住
ど
の
相
關
#

は
解
か
れ
2〕

法
制
11
か
ら
も
此
の
爲
め
^
生
じ
て
t> 

た
弊
#
は
除
か
れ
る
乙
ど
に
な
つ
た
の
で
あ
る
。

要
す
る
^
敎
區
徙
弟
制
度
の
弊
密
は
、
之
を
規
定
し
た
舊
救
貧
法
自
體
纪
旣
に
內
在
す
る
も
の
で
あ
る
。
1J)

て 

其
の
重
は
單
に
時
機
の
問
題
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
た
晶
制
度
の
檢
：
に
當
っ
て
敎
區
徙
弟
が
如
何
な 

る
範
S
S5C
で
行
は
ギ
た
/̂
^
就
て
は
記
錄
及
び
統
計
の
不
備
か
ら
明
確
^
之
を
知
る
こ
^
を
得
ず
、
從
て
其
の
ft 

會
钠
經
濟
的
影
響
も
亦
糈
.
に
認
め
雛
い
怨
が
あ
る
。
乍
併
中
央
銃
制
機
翻
の
欠
如
に
ょ
っ
て
結
局
次
の
世
代
の
貧

民
の
增
加
.を
來
し
、
又

I

般
勞
働
者
階
級
の
生
活
骠
準
低
下
に
作
用
す
る
ビ
こ
ろ
•か
あ
つ
た
こ
ざ
は
確
か
で
あ
る
。 

こ
の
乙
ど
は
又
資
本
家
の
利
己
心
の
發
露
^

ょ

つ

て

ー

層

其

の

程

度

?:
强

め

た

の

で
あ

つ

た

。

之
^
就

て
ば
也
り
,1 

會
k
述
べ
たV

J

乙
ろ
で
あ
る
か
ら
、C
S

)

妓
k
再
言
は
避
け
る
。

之
を
繞
る
者
の
總
て
に
歡
迎
3
れ
な
か
つ
た
强
制
的
敎
M
徙
弟
制
度
、
幾
多
の
オ
リ
ヴ
ァ
•
ト
ゥ
ィ
ス
ト
を
其
の
冷 

酷
な
運
命
の
下
^
泣
か
し
め
た
任
意
的
敎
區
徙
弟
制
度
が
、
社
會
的
經
濟
的
問
題
硏
究
の
上
^
意
義
あ
る
所
以
は
、其 

の

結
果
^.
龙
て
，一.般

兒

童

勞

働

保

讓

運

動

を

惹

含

起

..じ

た

爲

あ’で
•あ
ヶ
.又
階
級
章
識
.の
*增
大
驽
齎
し
：̂

爲
め
で
あ 

る
。
後
者
は
フ
r
土
ス
の
云
ふ
如
く
、旣
に
定
住
法
の
制
定
^
ょ
つ
て
起
0
た
も
の
で
.あ
る
か
も
知
れ
な
い
0

3
乍 

併

を

の

起

：源

は

ビ
k

A
 く
、
敎
區
徙
弟
制
度
が
之
を
增
大
せ
し
め
た
と
:̂
は
疑
：；5
な
.い
？
數
世
代
^
瓦
る
救
貧
税
納 

入
者
ど
貧
民
ど
の
疏
隔
が
、
此
の
意
識
の
助
成
^
預
つ
て
カ
が
.あ
つ
た
乙
ど
は
疑
.认
な
い
ど
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
素
- 

舊
救
貧
法
は
現
存
教
序
の
安
定
化
を
圖C
V

た
^
の
で
あ
^
。
然
る
に
此
め
*
果
?:
生
む
に
至
つ
た
こ
ど
は
.、
ド
ロ
シ 

イ
•
マ；ァ
^
:グ
の
一
友
ふ
が
如
く「

蓮
命
の
皮
肉」

'?〕

.：ど

.稱
す
べ
さ
？̂
の
で
：あ
ら
5
か
。

页
に
敎
區
徙
弟
の
弊
害
^
目
覺
め
て
起
つ
た
保
議
運
動
は
、
纖
て
其
の
姿
を
觅
へ
て
一
.
般

兒

童

痛

傭

^

對

す

る

抗
 

議
ビ
な
々
、
斯
く
て
兒
童
勞
働
史
上
k
新
局
而
を
展
開
す
る
導
因y

し

な
つ
た
の
で
あ
るo

此
，の
意
味
^
於
.て
.英
國
R

. 

於
け
る
兒
童
勞
働
硏
究
k
際
し
、
敎
區
徙
弟
制
度
は
重
要
な
地
位
を
占
め
て
^
る
名
の
で
あ
る
。
そ
の
存
在
は
單
な 

る
史
的
興
味
の
對
象
た
る
^
止
贫
る
も
の
で
は
な
ぃ
。
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.Ĵ
pMSIlpllvop. 

c
i
rp 25 •?.

.

V
'
:
.
'

 

. 

. 

_

本
稿
を
草
し
た
後
、
ス
レ
严
タ
T
の
新
蕃Poverty aad the state. 1930,

を
入
手
し
た
c
其
の
他 

Sir w. Chance, 

Children 

under 
the 

p
o
o
r 

Law, 

their educatio i.traiaing 
p
pcuaftevcaer” together with a critici§

 of 

 ̂

.

.reportof

..
 t

甘e Departmental Comrcittee on Metropolitan Poor

M
a
w
 Schools. 

100
9
7.

Report..of the Royal Co

日mission 

s 

Poor Laws and Relief of Distress, 1909. (cd. .449ぬ.).

.Appendix V
o
l
u
m
e

 XVIII, Repo-t. 

o
p 

the conditions of t
h
e

n

B:
s :

3 

ロ 

a
_

*-
«g
B '
J

.

g

o
2 .
p
 
け
o

f

?

«various forms of Poor .Law 

Relief in wngland-and .Wales 

”
.
.
b
y 

Dr. Eth-el. .
w
i
u
i
i
s

 .and Miss L
o
n

 
卯 man. a

n
d

 Miss'phillipo. 

1910. 

(cd. 503:70

 

等
、
撖
る
べ
咅
資
料
に
し
て
輋
者
の
怠
慢
か
ぢ
遂
に
參
照
す
る
を
得
な
ぃ
で
終
っ
た
も
の
が
尠
<
な
ぃ
？
他
日
補
；止
を
期
す
る
次
第
で
ぁ
る
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由
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す
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は
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